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社会的インパクトの可視化に向けた取り組み
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AirJapan

Peach

ANA国際線

ANA国内線

1. ANAグループの概要

民間航空会社として、
2機のヘリコプターで
事業を開始

東京ーグアム線で
初の国際線定期便
を運航

スターアライアンスへ
加入、国際線ネット
ワークを拡大

持株会社制へ移行

空港数 95
路線数 211
*2024年度

機材数
278機
（2025年3月末）

グループ従業員数
44,019人
（2025年3月末）

旅客数
6,160万人
(2024年度、内際計)

ボーイング787型機の
ローンチカスタマーで
世界最大のオペレーター

2022年12月に
創業70周年を迎え
現在は

73年目

ANAマイレージクラブ会員数
4,400万人
(2025年3月末)

SKYTRAX社
最高評価
「5スター」
12年連続受賞
(2024年度)

ANA’s Way Survey 
（=ANAグループ社員意識調査）

平均スコア 3.98
（2024年度）
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2. コロナ禍を乗り越え、再び成長へ

1991
バブル崩壊

2020
新型コロナ

2008-
リーマンショック

1997
アジア通貨危機

2001
米国同時多発テロ

1986
国際線定期便

1979
オイルショック

1952
創業

1971
雫石事故

2014
羽田空港

国際線発着枠拡大

2003
SARS・イラク戦争

1999
スターアライアンス加盟

＜売上高の推移＞

2
0
2
5
(計
画

)

(億円)
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3. なぜ社会的インパクトの可視化に取り組むのか？ ①従業員に自社の具体的な提供価値を共有する

ANAグループ経営ビジョン

ワクワクで満たされる世界を

私たちは、空からはじまる多様なつながりを創り、

社員・お客様・社会の可能性を広げていきます。

“ワクワク”は、人を動かすエネルギー。

それは人から人へと伝わり、世界をあかるく元気にする。

私たちは、空の可能性を信じ、ヒト・モノ・コトをつなぐことで、これまでたくさんの笑顔と歓びに出会ってきた。

そして今、新しい未来に向けて、次のワクワクを生み出す。

移動をもっと楽しいものにできないか、モノの運び方を新しくできないか、心躍る日常を届けられないか、

どこまでも地球にやさしくなれないか。これまで以上の空の体験とともに、驚きと感動を創りたい。

さあ、私たちの新たな挑戦が始まる。国を越え、枠を超え、つながりあえれば、可能性は無限大。

一人ひとりの胸を高鳴らせ、ワクワクで世界を満たそう。

経営ビジョンを
具体化する

具体的な
提供価値は？
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4. なぜ社会的インパクトの可視化に取り組むのか？ ②投資家が共感できる価値創造ストーリーを創り、訴求する

人的資本を基軸とした
企業価値向上ストーリーを強化

社会的価値のKGIを設定する
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5. 企業価値向上ストーリーを創る ①ANAグループが生み出す社会的価値を可視化

ANAグループが目指す未来をより具体化するため、
経営ビジョン「ワクワクで満たされる世界を」の具体像について、経営層で深掘りして議論

目指す企業像 目指す社会像
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6. 企業価値向上ストーリーを創る ②企業価値向上のメカニズムを明確化

ビジネスモデル マテリアリティとビジネスモデル・企業価値との関係

企業価値向上のメカニズムをより明確化するため、
ビジネスモデルや、マテリアリティと企業価値向上との連関を整理
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7. 企業価値向上ストーリーを創る ③非財務と財務のつながりを可視化

当社独自の人的資本レポート（2025年３月発行）
「Human Capital Story Book」

人財がどのような経路で財務価値を生み出すかを可視化するため、
520種類の指標データを用いた「価値関連性分析」を実行

人財領域の価値関連性分析
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事業活動

社会的インパクト

8. ANAグループが生み出す社会的インパクトとは？

ウェル
ビーイング

経済活性化安全・安心

社員

心の豊かさ 生活の豊かさ
相互理解
平和への貢献

生産性向上
災害支援
緊急避難

お客様 社会

働きやすさ・
働きがい向上

安全・安心な
運航・サービス

快適・便利な
サービス

グローバルの
ネットワーク

人とモノの
つながりを拡大

目的地への
早い移動

気軽な
旅の提供

どのような社会的インパクトを社内外に訴求するか、現在検討中
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9. 社会的インパクトの定量化に関する課題

項目 課題・留意点

算出ロジック

１）論理の矛盾や飛躍がないか

２）何と比較するのか？

例）「早い移動の提供」による社会的インパクト
①他交通モードとの比較（飛行機は船と比べて速いことを訴求）
②他社便との比較（定時性が高いことによる価値を訴求）
③自社の経年比較（新規地点への就航により経由便より早く移動できることを訴求）

３）算出された金額は経済的価値ではないか？

例）機内や空港でお客様が感じる幸福感 → 航空券代に含まれている？

データ

１）データが存在するか、利用可能か、実績を毎年収集できるデータか（収集難易度）

２）元データとして使用することが適切なデータか（信頼性・正確性）

・学術的な信頼性や評価、アンケートの母集団・前提

３）算出ロジックに当てはめるのにふさわしいデータか（適合性・妥当性）

４）将来の予測データや自社の目標値はあるか（管理可能性）

・目標を設定できない(しない)場合、経営目標としては不適当
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10. 社会的インパクトを企業価値向上ストーリーに組み込む際の課題

以下の点に留意しながら、今後ストーリーを検討する予定

1．自社のビジネス固有の提供価値か？

✓ 自社のビジネスが社会に提供する価値を端的に表せるか

✓ 自社の強みやビジネスモデル、マテリアリティとのつながり

2．従業員や投資家が共感できるストーリーか？

✓ 経営理念、経営ビジョンとの整合性

✓ 例）災害支援、緊急避難による安全・安心の確保 → ×災害などが起こることを前提としたストーリー

3．自社に都合の良いポジティブインパクトのみを訴求していないか？

✓ 航空機の運航に伴うCO2排出によるネガティブインパクトも測定・説明する
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ご清聴ありがとうございました


